
ほ場が整備（汎用化）されたことで  

畑作物の作付けが容易になった。  

様式２  
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事業箇所  本庄市、神川町 事業実施機関  本庄農林振興センター  

総事業費  １８億３，５５０万円  事業期間  平成１０年度～平成２０年度 

 

 

 

 

 

事業の概要 

 

 

 

 

 

事業目的  

  農業の生産条件が不利な中山間地域の実情を踏まえ、地域の立地条件  

に即した農業生産基盤、生活環境基盤等を総合的に整備し、地域経済の振興

定住の促進、環境の保全等により農業と農村の活性化を図る。  

 

事業内容  

 農 業 生 産 基 盤 整 備：用排水施設整備・ほ場整備等  ８地区  

 農村生活環境基盤整備：農村公園施設整備等  ３地区 

 

平  面  図  別添図面参照  

 

 
事業効果 

 
 
 

 

 

【実施前】  

  平坦地と比べ中山間地域は、農業生産基盤整備などの遅れや農業者の高

 齢化などにより、遊休農地が多かった。  

【実施後】  

  農地や施設の整備などにより、効率的な水田農業や畑作物の生産が可能

 となり、農地の活用が図られるようになった。  

  その結果、新規作物の生産や地元直売所へ出荷する組合の設立など新た

 な取り組みがされるようになった。 
 
 
 
 
 
 
 

そ  の  他 

 

 
 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事後評価結果 

 

地元からは、作付けの拡大、生産コストの縮減、出荷組合の設立等の評価が

得られた。 

 

かんがい施設が整備されたことで水手当
が容易になり、新たな作物が栽培される
ようになった。  

イチジク  ナス  

新たに設立された組合が出荷した  

地元直売所で販売されている農産物。 
花卉農家では、かんがい施設が整備された
ことで水道代が 1/10 以下に削減された。  


